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■
入
職
し
て
１
年
が
た
ち
ま
す
。
体
を
こ
わ
し
て
皆

さ
ん
に
迷
惑
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
ク
ラ

ッ
シ
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き
癒
さ
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。
が
ん
ば
る
ぞ
。

　
　
　

楠
本　

佳
代
さ
ん

（
堺
市
職
労
）

■
昨
夏
、
交
通
事
故
で
足
首
脱
臼
骨
折
で
入
院
。
長

く
か
か
り
ま
し
た
。
共
済
に
入
っ
て
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
。

　
　
　

山
田　

宜
子
さ
ん

（
東
大
阪
市
職
労
）

■
再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
１
年
目
。
人
員
が
不
足
し
て

い
る
の
で
き
つ
い
! !
４
月
か
ら
は
週
４
日
勤
務
に
な

り
ま
す
。
少
し
は
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
ま

で
勤
務
で
き
る
の
や
ら
！
身
体
が
…
！

　
　
　

草
場　

治
美
さ
ん

（
大
東
市
職
労
）

■
非
常
勤
職
員
の
３
年
で
の
雇
い
止
め
は
ひ
ど
い
。

正
規
職
員
へ
の
し
わ
寄
せ
が
き
つ
く
、
府
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
き
ま
す
。働
く
意
欲
が
な
く
な
る
よ
。

　
　
　

北
田　

俊
子
さ
ん

（
大
阪
府
職
労
）

■
花
園
ラ
ク
ビ
ー
場
周
辺
の
道
路
が
広
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
実
家
近
く
に
あ
っ
た
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
は
な
く
な
り
、
遠
く
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。「
住
み
よ
い
街
」
と
は
ど
ん
な
街
な
の
か
と
考

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　

荒
木　

興
理
子
さ
ん

（
東
大
阪
市
職
労
）

■
衆
参
同
時
選
挙
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。私
た
ち
が
考
え
る
べ
き
こ
と
、や
る
べ
き
こ
と

を
こ
つ
こ
つ
と
や
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

乗
鞍　

弘
仁
さ
ん

（
八
尾
市
職
労
）

■
愛
犬
が
今
年
16
歳
に
な
り
ま
す
。
耳
が
だ
い
ぶ
遠

く
な
り
、
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
食
い
意
地
も
は
っ
て
る
し
、
散
歩
も
尻

尾
フ
リ
フ
リ
喜
ん
で
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

も
う
し
ば
ら
く
は
こ
の
ま
ま
元
気
で
一
緒
に
い
て
ほ

し
い
で
す
。

　
　
　

橋
爪　

麻
美
さ
ん

（
大
阪
府
職
労
）

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
大
火
事

❹
他
人
の
作
品
を
自
分
の
も
の
と
し
て

使
用

❼
き
ん
い
ろ
。
○
○
○
○
に
輝
く
銀
杏

の
葉

❾
○
○
揚
々
と
凱
旋

10
手
段
、
方
法
。
知
る
○
○
も
な
い

12
酒
は
冷
や
？
そ
れ
と
も
○
○
？

13
公
に
用
い
ら
れ
る
言
語

15
孫
悟
空
が
活
躍
す
る
物
語

17
○
○
会
長
の
イ
ス
を
狙
う

18
受
け
る
こ
と
。
○
○
皿
、
新
聞
○
○

19
面
白
み
。
○
○
の
あ
る
絵

21
す
べ
て
が
同
じ
で
例
外
が
な
い
こ

と
。
給
料
を
○
○
○
○
に
上
げ
る

23
師
匠
か
ら
免
許
○
○
○
○
の
許
し
を

得
る

24
自
分
自
身
で
感
じ
取
る
こ
と
。
勉
強

不
足
を
○
○
○
す
る

タ
テ
の
カ
ギ

❶
凧
を
あ
げ
る
た
め
の
丈
夫
な
糸

❷
陽
気
↑
↓

❸
○
○
と
ケ
ン
カ
は
江
戸
の
華

❺
彼
と
は
妙
に
○
○
が
合
う

❻
○
○
○
惨さ

ん

憺た
ん

。
○
○
○
の
力
作

❽
二
人
以
上
が
共
同
し
て
使
用

11
一
部
分
の
合
計
。
総
計
の
対

12
お
猿
の
○
○
屋
だ
ホ
イ
サ
ッ
サ

13
老
い
ら
く
の
○
○

14
乾
季
と
○
○

15
文
書
の
左
方
。
○
○
の
通
り

16
魔
法
、
手
品
、
奇
術

17
自
分
の
生
ま
れ
た
家
。
○
○
○
に
帰

る
19
つ
い
に
宝
の
○
○
○
を
発
見

20
な
い
○
○
は
振
れ
ぬ

22
村
↓
村
長
。
県
↓
？

（解き方）二重ワクの文字をＡ～Ｉの順に並べ
かえてできる言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：供給面でデメリットが生じる可能性も

「
毎
回
楽
し
く
参
加
で
き
る
」
と
好
評
で
す

好評です！「わくわく講座」
コンセプトは「学んで楽しむ」

（府職労）

ます。また、「学んで
楽しむ」をコンセプ
トに、土曜日は「ジ
ェルネイル体験」、
金曜日は「利き酒」
を実施しています。
　ジェルネイルの体験は、１時間ほどで参加者みんな
の爪がキラキラときれいになり、みんな満足げに楽し
く自慢し合っていました。利き酒では大阪の地酒３種
類を用意し、真剣な表情でお酒を楽しみました。
　参加者からは「学びつつネイルの技術を身につけた
い」「楽しく参加できそう」「おいしいお酒が飲めるので
また参加したい」など好評の声が寄せられています。

　３月12日（土）と25日（金）、全労連の「わくわく
講座」を活用した「府職労わくわく講座」の第１回目
を開催しました。
　若手役員・女性部役員など16人が参加し、日本国憲
法や労働基準法の精神をいかして、人間らしく生活す
るために、労働組合が必要であることを学びました。
　今年の「わくわく講座」は、子育てや仕事の多忙化
など、いろんな条件の方が参加しやすいように、同じ
内容の講座を土曜日の昼間と金曜日の夜に開催してい
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★詳細は組合書記局までお問い合わせください。★詳細は組合書記局までお問い合わせください。

キツク　セカンド
シヨウチ　チ　ソ
ユキ　ヨハ　オク
ウ　コウイシツ　
　ギンセカイ　ド
ニフ　ツイ　トリ
ン　ハ　シユシン
キツチン　ミンク

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
職
場

名
」「
氏
名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、

メ
ー
ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご

と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一
言

は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０-

０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区

天
神
橋
一
丁
目
13
番
15
号　

大
阪
グ

リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

n
akam

a@
osaka-jich

iroren
.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
５
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
６

年
６
月
号
の
紙
面
に
掲
載

2
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
６
年
2
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
フ
ク
ハ
ウ
チ

オ
ニ
ハ
ソ
ト
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら

は
が
き
29
通
、
メ
ー
ル
30
通
合
計
59
人

か
ら
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選

で
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
北
田
俊
子
（
大
阪
府
職
労
）
▼
水
谷

達
博
（
岸
和
田
市
職
労
）
▼
山
田
宣
子

（
東
大
阪
市
職
労
）
▼
草
場
治
美
（
大

東
市
職
労
）
▼
北
井
弘
子
（
富
田
林
市

職
労
）

２月号の解答
「フクハウチ　　
　　オニハソト」

新生活応援キャンペーン！新生活応援キャンペーン！

　この本は、秘密保護法が施行
されたなら「北海道警察裏金問
題（2003年）」や「原発事故にかか
わる問題」などのスクープが生
まれなくなってしまう可能性が
大きくなり、そのために国民の
知る権利が侵害されてしまう危
険性をリアルに語っています。
そして、「適正評価」によるプ
ライバシーの国家管理など、今
後市民生活にどんな影響が出て
くるかということを、改めて考
えさせられます。
　２月に行なわれた組織・共済
交流集会で講演をしていただい
た日比野敏陽さんも執筆されて
います。大阪自治労連を通じて
購入される場合は500円になり
ますので、ぜひ一読を。

　私たちの組合が独自に運営する「自治労連共済」は、民間保険と違い、
営利を目的としない組合員どうしの助けあいの制度です。
　今組合では、４月新規採用の組合加入者全員に、万一の病気やケガを保
障する「セット共済」をプレゼントしています。
　「もしもの備え」は、保険のプロもすすめる安心の「セット共済」にお
任せください。
　また、「個人賠償責任共済」も４月組合加入の方対象に、年間500円（共
済期間６月１日～2017年３月31日）で募集しています。ぜひこの機会にご
加入ください。
　プレゼントの詳細については組合役員へお問い合わせください。

　自転車事故による高額賠償事例が
相次ぐ中、府条例により７月から自
転車保険の加入が義務化されます。
個人賠償責任共済なら、通勤、通学
の自転車事故への対応はもちろんの
こと、日常生活上の賠償事故にも対
応しています。
　府条例施行に伴う
特別募集です。ぜひ
この機会にご加入く
ださい。

自治労連共済

★新採の組合加入者全員に「セット共済」プレゼント★

個人賠償責任共済未加入の
組合員に朗報！

６月１日効力開始
年掛金1,000円が⇒今なら900円！

特別募集の〆切日：５月20日（金）

ブックレビュー

日本新聞労働組合連合
（新聞労連）編
合同出版　700円＋税

「
戦
争
は
秘
密
か
ら
始
ま
る

　

秘
密
保
護
法
で

 

こ
ん
な
記
事
は
読
め
な
く
な
る
」

■最高補償額１億円

４月 大阪府自転車条例施行　
「自転車保険」義務化 ７月施行

もしもの病気やケガには「セット共済」
賠償事故には「個人賠償責任共済」
これで備えは万全ですね！


